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台湾同族企~中合股的起源
ラ長:
ノコ武藤后
一、前吉
現在，伴随詮済活功的全球化，日本企~也不可避免地要不日其他外国企並接触。特別是対子向家
並、志南亜国家7干展事~的日本企~来洪，可以現与台湾企~的接触也是板其平常的事。
然而，与日本企~相比，台湾企~実行“一人"径背，具有迅速決定径菅決策的特征。安防上，
b人台湾企~資本形成的形志来看，且然可分方 3 干中美型，但是都是以資本与詮菅相分高方前提的。当
然， j主只是局限子形式上的特征，実脈上，除了民菅牝的企~，出資者与径膏者属子同一集図的情況
校多，迭也是形成台湾企~可以迅速決定径菅決策的原因。
本次長良告，主要対台湾企~中“合股"的起源倣小筒単的介招。
二、台湾企並的形恋
第一、民昔化企~。例如 ， h人中国鉄鋼(中倒)的股扮被持有状況来看，中隼民国径済部持有
23.64% ，其下属姐鋲也就是芳工保障局持有3.48%的股紛。男外，台湾這輸~的代表企~阿明，中
王手民国交通部就持有其42.62%的股f分。
第二、因多土美奈而没立的公可。有名的当属台南部(台南集固)。台南的資本家汰1950年代子干始，
方了成立大企~，道行了大量投資。其代表企~就是台南坊主只(南妨)。台南坊主只公司是由侯氏一族
的侯雨利出資600万元(占全体股紛的60%)，臭氏一族的果尊賢出資500万元，其弟果修ヲヰ出資200万
元而投立的。現在，員然己成方上市公司，但是，侯雨利的子孤侯博文、侯博裕、侯博明{乃然各白持
有公司6.17%、6.15%、5.88%的股紛。果氏一族也一枠。
第三、同族企~。最大的同族企~是台塑(台湾塑料)，是由王水氏 (2008年去世)而創立的公司，
此公司的大股京中，大多数都是王氏一族的子弥。
三、合股的定文
可以も人方“合股"是同族企~的起源。“合股"釆用由同一家族出資的形式，而菅~吋又使用同
一庖号，表面上井不呈示“合股"的名称。但是，可以主人方台湾的中小同族企~都具有“合股"的特
征。
“合股"是由凡ノト人共同出資，7'1了詮菅共同的事~而訂立的合同。“合股"的起源与中国，台湾
的継承制度有美。也就是現在此地域中，由子男子均分継承遺芹，如果被継承人是商人的情況，分割
其財戸則雄以継接維持詮昔。困此，決定不将分割其財戸，而由継承人共同推持径昔。
一一一
四、合股的組訳
“合股"是由出資者也就是股家，与実防上道行菅~的“戸主"市姐成的。“戸主"可以是与股京
事充血縁夫系的人。
玉、股家的根利文多
股恋負有出資的文条。也可実施実条出資。因継承而成方股系的，将出資其継承的財芹。
73 
ア
ン
ア
文
化
台湾同族企_ille中合股的起源
股五ミ享有盈利分配的枚利，以及行使決定解散“合股"的最終意思枚限。
六、与合股的交易共系
与第三者進行交易的是菅~的責任者“戸主"。股京不能独自進行交易。
里 七、股志的責任
存 股刺子“合股"的債多，按其出資的比例承担元限責任。但是，股伶有限公司的股奈，則按其
る 出資額承担有限責任。
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八、結罷
由子“合股"其表面上使用庖号実施菅~，国此， h人表面上看根准区分是否是“合股"。特別是，
“合股"又与股扮有限公可、工会具有美似的特征。因此，没有栃t己“股紛有限公司"的台湾企_ille，
則7'1“合股"的可能性根大。
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台湾の同族企業の源流としての合股
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1 はじめに
経済活動のグローパル化が進行する現在，その必然的結果として， 日系企業は外国系企業と接触
せざるを得ない。特に，東アジア，東南アジアに事業展開している日系企業にとっては，台湾系企
業との接触は日常的であると言っても決して過言ではない。
日系企業と比較すると，台湾系企業はワンマン経営である，意思決定が早い， といった特徴が見
えるのではないかと思われる。実際，台湾系企業は，その資本形成形態からみると 3種類に大別さ
れ，そのいずれもが資本と経営の分離を前提としている。もちろん それは形式的に見た場合であ
り，民営化された企業を除き，実際には出資者と経営者は同ーの集団に属すことが多く，迅速な意
思決定という台湾系企業の特徴の原因となっている。
本報告では，そのような台湾系企業の源流ともいうことができる「合股Jについて，その特徴を
紹介する。
2 台湾系企業の形態
第 1は，民営化された企業である。例えば，中国鉄鋼(中鋼)では，中華民国経済部が23.64%，
その下部組織である労工保険局が3.48%の株式を保有している。また台湾の代表的な運輸産業であ
る陽明では，中華民国交通部が42.62%の株式を保有している。
第 2は，地縁によって形成された会社である。有名なものが台南帯(台南集団)である。台南の
資本家たちは1950年代から大企業の成立を目指し，活発な投資を行った。彼らの作った代表的な企
業が台南紡績(南紡)である。同社は，侯一族の侯雨利が600万元(全体の40%)，呉一族の呉尊賢
が500万元，その弟の呉修斉が200万元を出資して成立した。上場会社となっている現在でも，侯雨
利の子孫である侯博義が6.17%，侯博裕が6.15%，侯博明が5.88%と多くの株式を所有しており，呉
一族についても同様である。
第 3は，同族企業である。最大の同族企業は台塑(台湾プラスチック)である。同社は王永慶
(2008年死去)の創業した会社であるが，大株主には王氏一族の者の名前が多数みられる。
3 合股とは何か
同族企業の源流と考えられるのが「合股」である。「合股」は，同族による出資形式であり，営
業は庖号を用いて行われるので，表面的には「合股Jという名称は表れてこない。しかし台湾の
中小の同族企業は， I合股」の特徴を有していると考えて差し支えない。
「合股」は，数人が出資し，共同の事業を営むことを目的とする契約である。「合股」の起源は中
国，台湾の相続制度と関係している。すなわち，これらの地域では男子均分相続が行われており， 一
被相続人が商業を営んでいる場合に，その財産を分割すると商業の維持が困難になることから，こ 0 
れを分割せずに，相続人が共同して商業を維持するようになった。
75 
台湾の同族企業の源流としての合股
4 合股の組織
「合股」は，出資者である股東と，実際に営業を行う「家長」によって組織される。「家長」は， I股
3 東Jと血縁関係にない者で、あってもかまわない。
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5 股東の権利義務
股東は出資の義務を負う。現物出資も可能である。相続により股束となった場合は，相続分を出
資したことになる。
股東は，利益配当を受ける権利を有する。また，解散など， I合股」の最終的意思決定の権限を
有する。
6 I合股」との取引関係
第3者と取引を行うのは営業の責任者である「家長」である。股束は，独立して「合股Jとして
の取引を行うことはできない。
ア腰東の責任
股束は， I合股Jの債務について，出資分に比例して無限責任を負う。
なお，株式会社の株主の場合は，出資分についてのみ有限責任を負う。
8 おわりに
「合股」は，表面的には商号を用いて営業を行うので，それが「合股Jであるかどうかは外見的
には判断が困難である。特に「合股」は，株式会社とも類似する点を有するし組合とも類似する
点を有している。株式会社という表記をしていない台湾系企業の場合， I合股」である可能性が高
いと考えてよいであろう。
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